
府
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

ミ
ニ
開
発
に
よ
り
、
都
市
環

境
・
景
観
が
悪
化
し
、
生
活

環
境
や
居
住
環
境
の
整
備
、

都
市
基
盤
整
備
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
景
観
法
や
ま
ち

づ
く
り
３
法
の
改
正
に
よ
り
、

市
街
化
再
開
発
や
居
住
環
境

整
備
事
業
を
展
開
し
、
に
ぎ

わ
い
と
活
力
あ
る
市
街
地
の

整
備
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

今
、
京
田
辺
市
は
、
こ
の

ミ
ニ
開
発
の
ま
っ
た
だ
中
に

い
る
。
市
は
、
ミ
ニ
開
発
を

規
制
し
、
整
合
性
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
。

建
設
部
長

ま
ち
づ
く
り

条
例
を
研
究
し
、
整
合
性
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。

退
職
後
の
中
高
年
が
社

会
に
貢
献
す
る
か
い
な
か

は
、
京
田
辺
市
が
健
康
で
明

る
い
住
み
良
い
ま
ち
と
な
る

か
、
活
気
の
な
い
不
健
全
な

ま
ち
と
な
る
の
か
、
岐
路
に

あ
る
。
中
高
年
が
地
域
で
活

動
で
き
る
場
を
多
く
つ
く
る

べ
き
だ
。

保
健
福
祉
部
長

そ
の
通

り
だ
と
考
え
て
い
る
。
活
動

で
き
る
場
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
は
か

り
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進

は
、
社
協
に
頼
る
だ
け
で
な

く
、
市
が
中
心
に
な
っ
て
し

な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

助
役

行
政
の
役
割
も
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。
例

え
ば
、
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

松井山手地区のまちなみ（模型）

に
は
適
正
な
リ
フ
ト
カ
ー
の

配
置
を
、
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
、
使
い
易
い
ソ
フ
ト

の
配
置
を
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
は
、
適
正
な
録
音
室

等
々
、
市
が
福
祉
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
れ
ば
、
当
然
対

応
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。

助
役

社
協
の
意
見
を
聞

き
、
市
の
責
任
で
や
っ
て
い

く
。

現
在
、バ
ス
の
運
行
は
、

ど
ん
ど
ん
減
ら
さ
れ
、
お
年

寄
り
が
外
出
す
る
の
に
困
っ

て
い
る
。
市
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
を
す
べ
き

だ
。安

心
ま
ち
づ
く
り
室
長

検
討
委
員
会
で
必
要
性
を
研

究
し
て
い
く
。

ミ
ニ
開
発
に
お
け
る
避

難
通
路
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
。

年
に
宅
地
開
発
さ
れ

た
興
戸
東
垣
内
地
域
で

年

に
突
如
通
路
が
封
鎖
さ
れ
る

事
態
が
発
生
し
、
地
域
住
民

全
て
の
方
が
不
安
を
感
じ
な

が
ら
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。
調
査
し

た
結
果
は
市
の
指
導
に
問
題

と
疑
問
を
感
じ
た
。
安
全
で

安
心
で
き
る
住
環
境
は
市
民

の
権
利
と
考
え
る
が
今
後
の

対
応
と
対
策
に
つ
い
て
は
。

建
設
部
長

９
年

月
に

事
前
協
議
書
が
提
出
さ
れ
、

面
積
二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
で
行
き
止
ま
り
道
路
形
態

で
開
発
す
る
と
の
事
で
あ
り
、

避
難
通
路
の
指
導
も
含
め

年
２
月
に
府
の
開
発
許
可
が

出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
指
摘

の
問
題
が
発
生
し
、
市
と
し

て
も
防
災
上
、
一
日
も
早
く

避
難
通
路
設
置
に
向
け
協
議

を
進
め
る
と
共
に
、
当
面
の

緊
急
避
難
場
所
的
措
置
も
伴

わ
せ
、
本
市
の
責
任
に
お
い

て
解
決
す
べ
き
問
題
と
認
識
。

不
要
化
し
た
用
水
池
に

つ
い
て
、
長
年
農
業
用
水
と

し
て
利
水
さ
れ
て
い
た
が
、

近
年
住
宅
開
発
が
進
み
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
、
危
険
な

池
と
指
摘
を
受
け
る
と
同
時

に
管
理
責
任
を
も
問
わ
れ
か

ね
な
い
状
況
に
あ
る
責
谷
池

の
再
利
用
に
つ
い
て
ぜ
ひ
行

政
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
再
利
用
は
可
能
か
。

経
済
環
境
部
長

農
業
用

水
池
に
つ
い
て
は
、
地
元
農

宅地開発された興戸東垣内地域

家
組
合
や
利
水
関
係
者
等
で

維
持
管
理
を
お
願
い
し
て
お

り
、
責
谷
池
は
昭
和

年
度

に
府
の
補
助
金
を
受
け
、
提

体
の
改
修
を
行
っ
た
経
過
が

あ
り
、
目
的
外
使
用
の
場
合

は
補
助
金
の
返
還
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
る
。
今
後
、
関
係

者
と
廃
止
等
の
可
否
に
つ
い

て
相
談
検
討
し
て
い
く
。

関
屋
橋
右
折
レ
ー
ン
の

進
捗
状
況
は
。
山
手
幹
線
渋

滞
問
題
。

建
設
部
長

右
折
レ
ー
ン

に
つ
い
て
は
対
策
検
討
の
た

め
府
に
お
い
て
測
量
を
実
施

さ
れ
、
改
良
に
向
け
て
設
計

協
議
を
進
め
る
。
山
手
幹
線

の
渋
滞
は
、
八
幡
木
津
線
の

茶
屋
前
交
差
点
の
改
良
に
つ

い
て
も
府
が
測
量
調
査
を
し
、

市
と
計
画
協
議
を
進
め
る
。

児
童
館

大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

児
童
館
の
利
用
に
つ
い
て

市
民
が
、
他
市
の
孫
を
連

れ
て
遊
び
に
行
く
と
利
用
出

来
な
い
な
ど
の
問
題
点
を
ど

う
解
決
す
る
の
か
。

時
間

延
長
や
日
曜
、
５
月
５
日
の

子
ど
も
の
日
の
開
館
を
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
利
用
者

会
議
の
設
置
を
。

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
巡
回
し
て
い

る
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
利
用

者
が
少
な
い
、
誰
で
も
乗
れ

る
よ
う
に
改
善
を
。

保
健
福
祉
部
長

今
回
、

要
望
も
多
か
っ
た
事
か
ら

保
護
者
が
市
民
で
あ
れ
ば
他

市
の
就
学
前
の
子
ど
も
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
市

民
に
知
ら
せ
る
手
段
と
し
て
、

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
２
月
号

の
親
子
教
室
の
募
集
に
合
わ

せ
知
ら
せ
た
い
。

日
曜
の

開
館
は
現
在
出
来
な
い
が
、

５
月
５
日
の
対
応
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
。

利
用
者

会
議
は
、
検
討
し
て
い
る
。

職
員
レ
ベ
ル
の
検
討
委
員

会
に
お
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
。女

性
交
流
支
援
ル
ー
ム

に
つ
い
て

土
、
日
曜
日
の

開
館
を

女
性
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
派
遣
事
業
を

女
性
団

体
交
流
会
、
リ
ー
ダ
ー
養
成

の
計
画
は

男
女
平
等
条
例

の
制
定
を
。

市
民
部
長

土
、
日
曜

日
の
開
館
に
つ
い
て
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
等
、
十
分
見
極
め

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
は
要

望
が
あ
れ
ば
応
じ
る
。

団

体
交
流
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
は

関
係
課
と
連
携
を
図
り
、
育

成
し
た
い
。

条
例
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
意
識
調
査
、

懇
話
会
の
意
見
も
聴
き
行
い

た
い
。痛

み
や
わ
ら
げ
手
当
て

を
。
今
年
の
税
制
改
正
で
高

齢
者
控
除
の
廃
止
な
ど
で
、

非
課
税
世
帯
か
ら
課
税
世
帯

に
な
っ
た
世
帯
に
一
万
八
千

円
の
痛
み
や
わ
ら
げ
手
当
て

を
２
年
間
支
給
す
べ
き
。

保
健
福
祉
部
長

国
の
施

策
で
あ
り
市
が
独
自
に
手
当

て
等
で
補
て
ん
、
支
給
し
て

い
く
べ
き
で
な
い
。

大
住
小
、
中
学
校
の
通

学
路
で
あ
る
大
住
跨
線
橋
付

近
の
道
路
の
改
善
を
。

建
設
部
長

早
急
に
改
善

工
事
を
実
施
し
た
い
。

学校給食
調 理 員

学
校
給
食
は
、
献
立
の

作
成
か
ら
材
料
の
購
入
、
調

理
、
配
膳
、
食
事
す
べ
て
の

過
程
が
、
教
育
的
学
習
活
動

で
あ
り
、
子
ど
も
が
食
体
験

を
通
し
て
生
き
る
力
の
原
点

を
学
び
取
る
場
で
あ
る
。
そ

の
目
的
か
ら
見
て
、
来
年
度

か
ら
導
入
す
る
と
い
う
調
理

員
の
民
間
委
託
化
に
つ
い
て

は
、
営
利
を
目
的
と
す
る
企

業
に
委
ね
る
べ
き
で
は
な
く
、

公
的
責
任
を
保
持
す
べ
き
。

教
育
部
長

９
月
議
会
で

は
３
月
ま
で
に
と
い
っ
た
が
、

研
究
が
十
分
で
き
て
な
い
。

も
う
一
度
洗
い
直
し
、
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者
の

意
見
を
聴
い
て
慎
重
に
対
応
。

全
国
の
中
学
校
給
食
の

交流ホールで遊ぶ親子（大住児童館）

楽しそうに学校給食を食べる子どもたち
（田辺小学校）

実
施
率
は

％
で
あ
り
、
文

科
省
の
通
達
も
、
人
生
で
最

大
の
発
育
期
で
あ
る
中
学
校

で
の
給
食
は
、
地
域
食
生
活

の
啓
も
う
に
も
役
立
つ
と
重

視
し
て
い
る
。
調
理
後
、
速

や
か
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
栄
養
あ
る
中
学
校
給
食
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

教
育
部
長

中
学
生
は
発

達
や
運
動
量
に
お
い
て
個
人

的
な
差
が
あ
る
の
で
、
家
庭

で
工
夫
し
た
弁
当
を
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に

も
と
づ
き
、
高
齢
者
、
障
害

者
が
利
用
す
る
施
設
を
含
む

地
域
の
基
本
構
想
策
定
を
。

建
設
部
長

必
要
性
も
考

慮
し
つ
つ
、
他
市
町
の
動
向

も
見
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

市
役
所
を
は
じ
め
、
公

的
施
設
な
ど
へ
の
交
通
ア
ク

セ
ス
が
悪
い
。
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
要
望
が
強
い
循
環

バ
ス
の
実
施
と
検
討
委
員
会

へ
の
市
民
参
加
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

現
在
あ
る
バ
ス
の
利
用
効
率
、

安
全
性
、
利
便
性
な
ど
市
民

ニ
ー
ズ
を
掌
握
し
な
が
ら
検

討
委
員
会
で
調
査
分
析
し
方

向
性
と
必
要
性
を
研
究
す
る
。

新
田
辺
駅
周
辺
の
福
祉

の
ま
ち
モ
デ
ル
地
区
に
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
基
づ
く

基
本
構
想
を
作
成
し
、
東
口

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
市

と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で

あ
る
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

近
鉄
に
は
、

年
ま
で
の
整

備
計
画
が
終
わ
り
次
第
、
新

田
辺
駅
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
欲
し
い
と
要
望
し
て
い
る
。

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

水

野

恭

子

議
員
（
共
産
党
）

松

本

耕

治

議
員
（
新
生
会
）

市

田

博

議
員
（
一
新
会
）

年（平成 年） 月 日


